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最

近

に
お
け
る
租
税
転
嫁
論

の
研
究

は
、
新
古
典
派
的
部
分
均
衡
分
析

に
代
え

て
、

一
般
均
衡
分
析

の
手
法
を
適
用
す

る
傾
向

を
示
し

て
い
る
。

こ
の
方

法
上

の
転
換

は
、
伝
統
的
租
税
転
嫁

分
析

に
対
す

る
批
判

か
ら
生
ま
れ
た
も

の
で
あ

る
が
、

一
般

均
衡

理
論

に
よ
る
研

究
自
体
も
、
現
在

の
と
こ
ろ
そ

の
発
展
過
程

に
あ
る
と

い
え
る
。

し
た
が

っ
て
研
究
成
果
も

い
く

つ
か
の
方
向

と
含
意

を
も

つ
の
で
あ

る

(
1

)

が

、

本
稿

で

は
そ

の
な

か

で
、
℃
①
三

ミ
①
房

の
論

文

を

と
り
あ
げ

、

紹

介

か

た
が

た
今
後

の
研

究

の
礎

石

と
し

て
み

た

い
。(2
)

ウ

ェ
ル
ズ

の
論
文

は
、

一
九
五
五
年

に
発
表
さ
れ
た
も

の
で
あ

る
が
、
翌
年

寓
①
月
園
ρ

冒
ぎ

の自

に
よ

っ
て
批
判

さ
れ
、
分
析

の
精

緻
化
を
加
え
た
。

ウ

ェ
ル
ズ

・
ジ

ョ
ソ
ソ
ソ
の
議
論

は
、
消
費
税
が
あ
る
財
貨

に
か
か

っ
た
場
合
、
財
貨
取
引

の
当
事
者

に
負

担
を
与
え

る
だ
け

で
は
な
く
、
相
対
価
格

の
変
化

に
よ

っ
て
生
じ

た
所
得
分
配
率

の
変

動
を
通
じ

て
、
利
益
を
も
与
え
る

の
だ
、

と

い

う

点

に

あ

る
。
伝
統
的
な
部

分
均
衡
分
析

で
は
、
消
費
者
余
剰

お
よ
び
生
産
者
余
剰

の
概
念

を
用

い
て
、
課
税

に
よ
る
余
剰

の
喪
失

と
そ

の
回
避

の

た
め
の
必
要
条
件
が
分
析
さ
れ
、
ま

た
最
近

に
お
い
て

は
、
国
曽
月
鴇
O
ロ
ロ
駐

。ロ

切
8
≦
ロ

の

一
般
売
上
税

が
生
産
要
素
所
得

の
減
少

に
帰
着

(3

)

(
4

)

す

る

と

い
う

命

題

を
拡

充

し
た

国
9。
巨

幻
●
幻
9
9

の
分

析

で
も

、

消
費

税

の
負

担

が
分

析

の
眼

目

で
あ

っ
た

と

い
え

よ
う

。

こ
れ

に
対

し
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て
ウ

ェ
ル
ズ

・
ジ

ョ
ン
ソ

ソ

の
場

合

に
は
、
部

分

消

費
税

に
よ

る
利
益

の
発

生

を
主

張

し

て

い
る
点

で

は
注

目

に
値

す

る
。

そ

し

て
彼

ら

04

の
分
析
手
法
と
し
て
特
色
が
あ
る
の
は
、
外
国
貿
易

理
論

で
用
い
ら
れ
る
幾
何
学
的
図
形
を
応
用

し
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
消
費
税

が
所

-

得

分
配

の
変
化

を
も
た
ら
し
て
、
特
定

の
生
産
要
素
所
有

者

に
利
益
を
与
え

る
と
い
う
分
析

の
意
図

と
と
も

に
、
図
解

に
よ
る
貢
献

は
大

き

い
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
本
稿

で
は
ウ

ェ
ル
ズ

"
ジ

ョ
ン
ソ
ソ
の
図
形

に
若

干
の
補
足
を
加
え
、
論
旨

の
明
確

を
期
そ
う
と
し

て
い
る
。

(
1
)

(
2
)

(
3
)

(
4
)

℃
弾
巳

芝

Φ
=
ρ

、帆
》

O
Φ
旨
O
巳
巴

国
ρ
巳

嵩
ぴ
ユ

郎
目

》
昌
曽
一矯
ω
凶ω

♀

両
×
a

ω
Φ

目

9⊃
麟
Φ
ρ
讐層
》

§

恥
嵐

§

ミ

両

亀

論
o
§

習

肉

ミ

紺
ミ
b
<

9

・
図

H
<

》

Z

ρ

ω

(
匂
鐸
昌
①
℃

一
㊤
α
0
)
鳩
b
b
・
ω
ホ

～

ω
α
㊤
.

国

薗
R

団

ρ

h
o
げ
拐

o
P

..
O
Φ
昌
Φ
弓
旺

南
ρ
巳

謡
町

葺

§

》

昌
9畠
一器

δ

o
h

南
×
9
ω
Φ

↓

9。
属
①
の
"
○
◎
目

日

0
9

鳩.、
ま

ミ

`

<
o
卜

×

い
く

戸

Z
o
・

H

(
]≦

9。
8

貫

一
〇
器

)
層
も
や

μ
留

～

一
♂

昌

出
胃

昌

ρ

切
δ

霜
P

、、
↓
冨

ぎ

o
己
魯

8

0
h
摯。

O
曾

霞

"
一
〇
ロ
6
巳

自

四

〇
窪

o
↓
鎗

ω
巴
o
ω

↓
9
鋼
、、
智

ミ
§

ミ

ミ
.
ぎ

、ミ
§

N
肉
8
ミ

謹

噛

く
o
ド

島

一

2

9

b∂

(
》

胃

拝

H
O
ω
O
)
矯
O
娼
.
N
置

～

bQ
①
ω
.

国
簿
注

閑
・
国

o
言

戸

、、
》

℃
8

b
o
ω
¢
α

国
①
〈
邑

o
昌

9

国
図
o
δ
o

弓

勢
×

臼

げ
8

目
ざ

.、
暮

蔵

↓

<

o
r

①
ρ

宕

9

bo

(
b

胃

芦

H
㊤
紹

)
も

や

H
8

～

ニ

メ

餌
旨
自

、.
》

↓

げ
8

蔓

o
h

国
属
o
一8

ω
信
び
ω
一臼

$

"、、
卜

§

恥
適
§

ミ

ぎ

ミ
o
§

む

律

ミ

偽
§

<
o
ピ

×

H
員

乞

9

ら

(
血切
O
弓
け
こ

同
⑩
㎝
N
)
も

b
.
0
一
α
～

α
ミ

●

一

 

一
般

均
衡

分
析

に
は
、

さ

ま
ざ

ま
な

ヴ

ァ
リ

ア

ソ
ツ
が

あ

る
が
、

消
費

税

転
嫁

の
分

析

に
先

立

っ
て
、

均

衡

モ
デ

ル
を

理
解

し

て
お

こ
う
。

ま
ず

仮
定

は

つ
ぎ

の

よ
う

な
も

の
で
あ

る
。

(
1
)

二
人

の
み
が
存

在

す

る
。

一
人

は
農

民

(
且
)

と

し
、

他

の

一
人

は
労
働

者

(
B
)

と
す

る
。

ウ

ェ
ル
ズ

が
示

し

て

い
る

]
般
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(
2
)

二

つ
の
生
産
要
素

の
み
を
用

い
て
生
産
す

る
。

一
つ
は
土
地
、
他

は
労
働

で
あ

っ
て
、

A

・
B

両
人
が

こ
れ
ら

の
要
素
を
所
有

し
、

そ

の
供
給

は

一
定

と
す
る
。

(
3
)

A
が
所
有
す
る
労
働
対
土
地

の
比
率

は
、

こ
の
経
済
が
も

つ
平
均
的

労
働
対
土
地
比
率

よ
り
大
き

い
。

し
た
が

っ
て

B
の
そ
れ

は
経
済

の
平
均
比
率

よ
り
小
さ

い
。

(
4
)

二
財
、
食
料

(
F
)

と
衣
料

(
C
)

を
生
産
す

る
。
そ
の
お
の
お

の
の
生
産

に
は
土
地

と
労
働
を
必
要

と
す

る
。

(
5
)

二
財

の
生
産
函
数

は

一
次
同
次

で
あ

る
と
す

る
。

こ
れ

は
規
模

に

つ
い
て
収
穫
不
変

を
意
味
す
る
。

(
6
)

二
財

は
生
産
要
素

の
集
約
性
を
異

に
す

る
。
食
料

(
F
)

の
生
産

は
土
地
集
約
的
、
衣
料

(
C
)

の
生
産

は
労
働
集
約
的

で
あ

る
と
す

る
。

こ
の
意
味

は
、
両
産
業
に
お
け

る
土
地

と
労
働

の
限
界
代
替
率

が
、
土
地
と
労
働

の
相
対
価
格

比
率

に
等

し
い
と
き
、
F

の

生
産

に
投

入
さ
れ
る
労
働

に
対
す

る
土
地

の
比
率

は
、
C

の
生
産

に
投

入
さ
れ
る
同

じ
比
率

よ
り
も
大

で
あ

る
こ
と
で
あ
る
。

以
上

の
仮
定
を
と
お
し
て
、
経
済
が
完
全
競
争
体
制

に
あ
る
こ
と
と
す

る
。

い
ま
ジ

ョ
ソ
ソ
ソ
の
ウ

ェ
ル
ズ
批
判
が
も

つ
含
意

の
た
め
に
付
言
す
る
な
ら
ば
、

(
6
)

の
仮
定

は
第

一
図

に
よ

っ
て
説
明
さ
れ

る
で

(
1

)

あ

ろ
う

。

(
2
)

の
仮

定

に
よ

っ
て
土

地

と
労
働

の
供

給

量

は

一
定

で
あ

る

か
ら
、

仮

定

(
6
)

の
後

半

に
し

た
が

っ
て
、

二
生

産
要

素

の
価

格

比
率

が

与

え

ら
れ

た

と
き

、

二
財

の
生

産

に
投

入
さ

れ

る
生

産
要

素

の
量
、

し

た
が

っ
て
ま

た

二
財

の
生

産

量

は
、

周

知

の

9
図

α
壁
鵯
㊤
目

で
示

さ
れ

る
。

労

働

(
L
)

の
供
給

量

を
水

平
軸

に
、

土
地

(
E
)

の
供

給

量

を
垂

直

軸

に
と
り

、

F
の
原
点

を
左

下

、

C

の

原

点

を
右

上

に
と
れ

ば
、

そ
れ

ぞ

れ

の
等

産
出

量

曲

線

は
、
》

}

}

…
…

お

よ
び

爵

爵

蟄

…
…

の
ご

と
く

示

さ
れ

る
。

二

つ
の
等

産

出
量

曲

線

の
接

点

の
軌

跡

は

Q
㌔
と

O
Q
と

を
結

ぶ

能

率

曲
線

で
示

さ
れ

、
こ

の
曲
線

上

の
各
点

で

は
、
与

え

ら

れ

た
生

産
要

素

を

完

全

に
利

用

し

て
得

ら

れ

る

F

・
C

の
極

大

生

産
量

が
示

さ

れ

る
。

い
ま
土

地

と
労

働

の
価

格

比
率

が

彿
で
あ

っ
た

と
す

る

と
、

彿
と

乃

・
62
が

等

し

い
勾
配

を
も

つ
M

点

で
、

均
衡

生

産

点

が
決
定

さ

れ

る
。

こ

の
と
き

M

点

か
ら
両

軸

に
引

い
た
垂

直
線

の
足

を

y

.
Z

と
す

る

と
、

F

105



第1図

α

ー

+

E

Y

LZ↓ア

杢
i

O

も
等

し

い
、

と

い
う
条
件

を
満

た

し
な

が

ら
、

の
軌

跡

を
示

す

。

二

産
出

物

分
配

函
数

(山
三

ωδ
昌
6
h6
ロ
ε
暮

旨
ま
§

昌
)
自

。

「
こ
の
函
数

は
、
屯

、
上

の
あ

ら
ゆ

る
生
産

可
能

な
産
出

物

が
、

A

と

B

と
に
分
配

さ

れ

る
比
率

を
示
す

。

…
…

い
ま
線

分

畠

を
産
出

高

み

の
指
数

と
す

る

と
、

自

函

数

と

こ

の
指

数

の
交

点

は
、

土

地

用

役

と
労
働
用
役
が
A

と
B

に
よ

っ
て
形
成
さ
れ
て
い
る
生
産
部

門

に
投

入
さ
れ
た
報
酬

と
し
て
、
産
出
高
み

が

孟

・
B
に
分
配

さ
れ

る
比

(
2

)

率

、

9
q
く
b
・ト

を
示

し
て

い
る
。

畠

の
う

ち

○
皇

は
A
に
、

残

っ
た

b
～

は
B

の
手

に
わ

た

る
。
」

こ

の
函

数

は
、

の
ち

に
示
す

よ
う

に
部
分
消
費
税

に
よ
る
二
財

の
相
対
価
格

の
乖
離

に
よ

っ
て
、

生
産

の
移

動
が
生
じ

た
と
き

に
、

A

・
B
両
人

に
生
ず

る
分
配
変
化
を
説

財

と
C
財

と
の
最
適
土
地
投
入
量

は
そ
れ
ぞ
れ

◎
肉
図

と

蒔

、
最
適
労
働
投

入
量

は

9
閥N

と
自

で
あ

り
、
両
財

の
生
産
量

は
M
を
通

る
等

産
出
量
曲
線

の
指
数
、

O
雪
ミ

お
よ
び

9
Lミ

で
示

さ
れ

る
。

こ

の
と
き

生
産
要

素

の
集

約

性

を
表

わ

す
勾

配

区
ミ
◎
肉
N

と

区
ミ
9
雨

と

で

は
、

前

者

す

な

わ

ち
土
地

集

約
的

な

F
産

業

に
お

い
て
大

で
あ

る
。
ま

た

F
の
生
産

が

増

加

す

る

に

つ
れ

て
労

働

に
対

す

る
土
地

の
価

格

は
上

昇

し

て
ゆ

く

こ
と

に
な

る
。

こ

の
た

め

(
3
)

の
仮

定

に

し

た
が

っ
て
、

F
生

産

の
増

加

に

つ
れ
、

相

対

的

に
労

働

に
対
す

る
土

地

所
有

の
比
率

が
大

き

い

み
の
所

得

は
増

加

し
、

β

の
所
得

は
減

少

す

る

こ
と

に
な

る
。

さ

て
以
上

六

つ
の
仮

定

か
ら
、

ウ

ェ
ル
ズ

は

つ
ぎ

の
よ
う

な
函

数

を
導

き

だ

し
説

明

を

加

え

て

い
る
。

こ
れ

は
第

二
図

(
ウ

ェ
ル
ズ
の
第

一
図
)

に
よ

っ
て
示

さ
れ

る
。

]

生
産
可
能
性
函
数

賠

、。

こ
れ

は
第

一
図

の
能
率
曲
線
上

の
各
点
、
す

な
わ
ち
労
働

に
対
す

る
土
地

の
限
界
代
替
率
が
両
産
業

に
お

い
て
等

し
く
、
ま
た
両
要
素

の
価
格
比
率

と

二
財

の
価
格
比
率

の
変
化

に
応

じ
て
、
衣
料

が
食
料

に
、
食
料

が
衣
料

に
転
換
さ
れ
る
点
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第2図 明
す

る

の

に
用

い
ら

れ

る
。

こ

の
曲
線

が

y
軸

の

自

に
お

い
て
且

の
分

配

率

が

大
き

く

、

ま

た

X
軸

の
賠

に
お

い
て

B

の
そ

れ
が

大
き

く

な

っ
て

い

る

の

は
、
仮

定

(
3
)
と

(
6
)
お

よ
び

第

一
図

の
説

明

か
ら

明

ら

か

で
あ

ろ
う

。

た
だ

し

ウ

ェ
ル
ズ
が

自

函

数

で
示

し

た

の

は
産

出
高

の
指
数

に
も

と
つ

い
た

且

・
β

の

「
産
出

物

の
分

配

率
」

で
あ

っ
た
。

こ
れ

は
ジ

ョ
ソ

ソ

ン
の
批

判

を
招

い
た
。

ジ

ョ
ソ

ソ

ン

の
意

図

は

湊
ド

函
数

で
示

そ
う

と
す

る

の
は
、
転
換

曲

線

の
あ

る
点

で
二
財

が

生
産

さ

れ

た

と
き

、
生
産

要
素

が
限

界

生
産

力

に
応

じ

て
報

(
3

)

酬

を
う

け
、

そ

の
報
酬

の
配
分

あ

る

い
は
産

出
高

に
対

す

る
支

配

力

で
あ

っ
て
産

出

物

の
分

配

で
は

な

い
、

と

い
う

こ
と

で
あ

る
。

す

な

わ

ち

ウ

ェ
ル
ズ

が

い

っ
て

い
る

の
は
、
転

換

曲
線

上

で
示

さ

れ

る

二
財

の
産

出
物

が
、

生
産

要

素

の
集

約

性

と
要
素

所

有

比

率

に

よ

っ

て
、

た
だ

ち

に
分

配

が
決

定

で
き

る

と

い
う

こ
と

で
あ

っ
た
。

こ
れ

に
対

し

て
ジ

ョ
ソ

ソ

ン
は
、

ウ

ェ
ル
ズ

が

の

べ
て

い
る

よ
う

に

「
生

産
部

門

が

交
換

市

場

と
完

全

に
分

離

し

て

い
る
も

の
と
仮

定

し
、

生

産

函
数

の
知
識

は
別

と

し

て
、

生

産
部

門

が
行

動

の
た

よ
り

と

し

て

(
4
)

食
料

P
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Mκ0

い
る
唯

一
の
情
報

は
、
財
貨
と
用
役

の
相
対
価
格

で
あ
る
」

と
い
う
仮
定

に

従
う
な
ら
ば
、
要
素
所
有
者
が
物
的
産
出
高

の
配
分

に
比
例

し
て
報
酬

を
う

け
る
と
い
う

よ
り
は
、
む

し
ろ
交
換
市
場

に
お
け
る
二
財

の
市
場
価
格
ー

そ

こ
で
は

一
財

に
消
費
税

が
か
け
ら
れ
る
ー

を
媒
介

と
し
て
、

コ

般
的

購

買

力

」

を

う

け

と

る
と
考

え

る

べ
き

で
は
な

い
か
、

と

い
う

こ

と

で

あ

る
。以

上

の
論

点

の
展

開

は
、

あ

と

で
述

べ
る

こ
と

に
し

て
、

こ

こ
で

自

函

数

の
位
置

と
勾
配

を
き

め
る
要
因

に
ふ
れ

て
お
こ
う
。

こ

の

要
因

は

仮
定

(
6
)

で
示
さ
れ
た
よ
う

に
、
生
産
要
素

の
集
約
性

の
格
差

と
仮
定

(
3
)

07

の
要
素
所
有
比
率

の
格
差

で
あ

る
。
集
約
性

の
相
異

は
第

一
図

の

区
ミ
9
刃N

-



と

氏
ミ
O
Q向
で
示
さ
れ
る
が
、

こ
の
差
が
大

で
あ
る
ほ
ど
、
産
出
高

の
僅

か

の
変
化
が
要
素
価
格
比
率

を
大
き
く
変
化
さ
せ
、

こ
れ
に
よ

っ
て
土
地
所
有

比
率

の
大
き
な
五

の
分
配
比
率

は
、
有
利

に
な

っ
て
ゆ
く
。

こ
れ
が

◎
ト

を
き

め
、
逆

の
理
由

で

◎
開
が
き

ま
る
。

三

特
殊

的

契
約

曲
線

(㊤
の℃
oo
庄
0
8
暮
轟
9

0珪
く
¢)
O
濁
ト
。

こ
れ

は
産

出
高

が

電

、
上

の

み

で
与

え
ら

れ
、

そ

の
と
き

の
食

料

と

衣
料

と
を
、

且

・
B
両
人

が
交
換
す
る
と
き
、

パ

レ
ー
ト
最
適
基
準

を
み
た
す
交
換
量

の
、
特
定

の
組
み
合
わ

せ
の
系
列
を
示
す
。

こ
れ

は
周
知

の

エ
ッ
ジ

ワ
ー
ス
の
契
約
曲
線

で
あ
り
、
第

一
図

と
同
工

の
手
法

に
よ
る
。

た
だ

し
等
産
出
量
曲
線

に
代
わ

っ
て
、

五

・
B

の
食

料

と
衣
料

に
対
す

る
消
費
無
差
別
曲
線
が
用

い
ら
れ
る
。

こ
の
契
約
曲
線
上

で
は
、
両

人

の
二
財

に
対
す

る
限
界
代
替
率

は
と
も

に
等

し

い
が
、

こ
れ

と
等

し
い
二
財

の
価
格
比
率
も
無
数

に
存
在

す
る
。
特
殊
的
契
約
曲
線
上

で
は
、
み
点

に
お
け
る
限
界
転

換
率

と
二
財

の
相

対
価
格

の
均
等

は
示
さ
れ

て
い
な
い
。

こ
れ
を
示
す

の
が

つ
ぎ

の

○
趨
↓

で
あ
る
。

四

一
般
的
契
約
曲
線

(国
oq
Φ
器
壁
壽
巴

8
9
鑓
o
什
o
弩
く
o)
9
」
↓
。
特
殊
的
契
約
曲
線

は
与
え
ら
れ
た
産
出
高

の
組

み
合
わ

せ
に
対

し

て
、

孟

.
B
両
人

の
欲
望
充

足
を
た
が

い
に
極
大

と
す

る
交
換
量

の
組

み
合

わ
せ
を
示

し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し

て
、

一
般
的
契
約
曲
線

は
、
交
換

と
生
産

の
均
衡
を
同
時

に
み
た
す
点

の
軌
跡

で
あ

る
。

こ
れ

は
A

・
B

の
二
財

に
対
す

る
限
界
代
替
率

が

一
致
し
て

い
る
だ
け

で
な
く
、
同
時

に
生
産

の
限
界
転
換
率

と
も

一
致

し
て
い
る
点
を
示
す
。

電

、
の
ど

こ
か
で
二
財

の
生
産

が
行
な
わ
れ
る
と
き
、
産
出
高

の
指
標
を
対
角
線

と
す
る
二
財

の
組

み
合
わ
せ

は
、
右

の
条
件

に
し
た
が

っ
て

一
般
的
契
約
曲
線

を
え
が
く

こ
と
を
可
能

と
す

る
。

ウ

ェ
ル
ズ
は

一
般
的
契
約
曲
線

の
意
味
、
す
な
わ
ち
こ
の
曲
線
が
生
産

と
交
換

の
最
適
条
件
を
満

た
し
て
い
る

こ
と
を
示
す
た

め
に
、

つ
ぎ

の
よ
う
な
図
を
用
い
て

い
る
。
第

三
図

(
ウ
ェ
ル
ズ
の
第
二
図
)
を
み
よ
う
。
転
換
曲
線
上

の

み

点

で

二
財
が

生
産
さ
れ
た
と
し
よ

う
。
こ
れ
は
二
財

の
産
出
高

に
関
す
る
ボ

ッ
ク
ス
、
Ω
≦

ミ

を
決
定
す

る
。み
点

の
限
界
転
換
率
ま
た
は
機
会
費

用
を

α
で
示
す
。
い
ま

こ
の

二
財

の
組

み
合
わ
せ
に
対

し
て
、

君

の
無

差
別
図

の
原
点

を
0

に
、
β

の
そ
れ
を
み

に
お
き
、
契
約
曲
線

で
は
な
く
、
両
者

の
所
得
ー

消

費

曲

線

を
え
が

く

。

A

の
所

得

-

消
費

曲

線

は
6
5

會

で
示

さ

れ
、

B

の
そ

れ

は
ト
箇
融
O
で
示

さ
れ

る
。

こ

の
と
き

孟

・
B

の
予

算

線

を
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第3図 箪
と
し
、

こ
れ
を

α
の
勾
配

と
等

し
く
と
る
。

と
す
れ
ば
、
n
点

に
お
い
て
、
両
者

の
限
界
代
替
率

は
限
界
転
換
率

と
等
し
い
。

9
馴
自

お

よ
び

ト
飼
O

で
囲

ま
れ

た
部
分

で
も
、
も

ち
ろ
ん

こ
の
場
合

に
は
、

A

・
B

の
二
財

に
対
す

る
限
界
代
替
率

と
限
界
転
換
率

は
等

し
い

が
、
瓦
点
以
外

の
領
域

で
は
二
財

に
超
過
需
要

・
超
過
供

給
が
生
じ
て
、
交
換

の
最
適
条
件

は
み
た
さ
れ
な
い
。

こ
れ

に
対
し
て
瓦
点

は

も

と
よ
り

一
般
的
契
約
曲
線

の
条
件
を
み
た
し
て
い
る
。

し
た
が

っ
て
第

二
図

の

Q
趨
↓
は
与
え
ら
れ
た
条
件

の
も

と
で
、
完

全
競
争

が

存
在
す
る
な
ら
ば
、
生
産
要
素

を
完
全

に
利
用
し
、
そ

の
要
素

の
価
格
比
率

は
交
換
市
場
に
お
け
る
二
生
産
物

の
価
格
比
率

と
等
し
く
、

生
産
物
も
過

不
足
な
く

A

.
B

の
あ

い
だ
に
交
換
さ
れ

る
範
囲

を
示
し
て
い
る
。

こ
の
曲
線

の
形
状

は
社
会
的
転

換
函
数

の
性
質
、
す

べ

て

の
個

人

の
選
好
函
数

に
依
存
す

る
で
あ
ろ
う
。

さ

て

こ
れ

で
消
費
税
分
析

の
た
め
の
理
論
的
構
築

は
終

わ
る
。

で
き

あ
が

っ
た

一
般
均
衡

モ
デ

ル
は
財
貨

・
用
役

の
限
界
比
率
と
、
相

対
価
格

の
世
界

で
あ
る
。
だ
が
最
初

の
仮
定

に
し
た
が

っ
て
、

A

・
B
両
人

へ
の
分
配
比
率

は
与
え
ら
れ

て
い
る
。

つ
ぎ

に
消
費
税
賦
課

の
分
析

へ
す
す
も
う
。

食
料

P
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 以
上

の
よ
う
な

一
般

均
衡
状
態

を
も

つ
経
済

に
対

し
て
、

い
ま
食

料

・
衣
料



第4図

食
料

＼

N＼

ち

、
Q

+

至
/

衣料

 

0

価

格

は

(曾
十
ひ
)
と
な

る
。

た
だ

し

(馨
+
馬・)
の
価

格

に
対

し
て
市

場

で
交

換

を
余

儀

な

く

さ
れ

る

の

は
、

で
あ

っ
て
、

労

働

者
β

の
交

換
条

件

は

κ
パ

ー

セ

ソ
ト

の
税

を
含

ま

な

い

助
に

と
ど

ま

る
。

納

税

義

務
者

で

は
あ

る
が
、

担
税

者

は
そ

の
買

手

で
あ

り
、

(
1

)

定

す

る
要

因

と
な

る
。

交

換
市

場

に
お

け
る

二

つ
の
価

格

箪
と

(讐
+
、一)

は
、

与

え

ら
れ

た
産
出

高

指
数

◎
〉

に

お
け

る
交

換

の
均

衡

を
破

壊

す

る
。

こ
れ

を

示

す

た

め
に
第

四

図

で
は
、

産
出

高

分

配
点

α

を
原

点

と
し

て
、

衣

料

の
買
手

11
食

料

の
売

手

A

の

オ

ッ
フ

ァ
ー
曲

線

§
、
、

衣

料

の
売

(
2

)

手

11
食

料

の
買

手

B

の
オ

ッ
フ

ァ
ー
曲

線

寒
、
を

え
が

く

。

こ

こ
に

オ

ヅ

フ
ァ
ー
曲

線

と

は
、
価

格

-

消
費

曲

線

を
示

す

。
分

配

の
初
期

条

件

は
易

で
与

え

ら
れ

て

い
る

た

め
、

α
か
ら

・-
、

δ

か
ら
が

に
移

動

す

る
ほ
ど
、

よ

り
高

次

の
無

差

別
曲
線

と

一
財

の
価
格

変

化

に
応

の

二
財

の
う

ち
衣

料

に

κ
パ

ー

セ

ン
ト

の
消
費

税

が
賦

課

さ

れ

た
と

し

よ
う
。

こ
の
消

費
税

の
衝

撃

は
、

二
財

の
生
産

、

生
産

要
素

の
価

格

、

五

と
B

に
対

す

る
産
出

高

の
分

配

お

よ
び

二
人

の
厚
生

水
準

に
ど

の
よ
う

な
効

果

を
与

え

る
だ

ろ
う

か
。

第

四
図

(
ウ

ェ
ル
ズ

の
第
三
図
)

を

み

ょ
う

。
第

四
図

の
み

お

よ
び

ハ

点

は
、

消

費
税

が

な

か

っ
た

と
き

の

一
般

均
衡

状

態

に
お
け

る
、

生

産

と
交

換

の
均
衡

点

で
あ

る
。

瓦

は
も

と
よ

り

コ

般

的

契

約
曲

線
」

上

に
あ

る
。
衣

料

に
対

す

る

κ
パ

ー

セ

ン
ト

の
課
税

は
、

最
初

に

塾
に
あ

っ
た

二
財

の
相

対
価

格

を
、

衣

料

に
対

し

て
高

く

、

し
た

が

っ
て
衣
料

と
交

換

に
提

供
す

る
食

料

の
量

は

よ
り

大

き
く

な

る
。

71
に
対

す

る

κ
パ

ー

セ

ン
ト

の
租
税

を

あ

と
す

る
と
、

新

し

い

衣
料

の
買

手

で
あ

る
農

民

A

よ

り
具
体

的

に

い
え
ば
、

衣
料

の
生
産

者

が

衣
料

の
生

産

者

に
と

っ
て

は
税

引
き

の
市

場
価

格

が
、

彼

の
生

産

均
衡

を
決

110



消費税 の一般 均衡分析 に おけ る ウェルズ とジ ョソ ソソ

じ

た
接
点

を
示

す

。
一
般

均
衡

状

態

n

で
は

71
と

二
人

の
二
財

に
対

す

る
無

差

別

曲
線

の
限

界
代

替

率

は
と
も

に
等

し

か

っ
た

。
衣

料

に
課

税

さ
れ

(讐
十
〉
)
の
価

格

比
率

に
直

面

し

た

A

は
、
相

対

的

に
大

き

い
食

料

を
も

っ
て
、
衣

料

と
交

換

し
な

け
れ

ば

な

ら

な

い
。

す

な

わ

ち

A

の
オ

ッ

フ
ァ
ー
曲
線

上

の
9

点

で
新

し

い
価

格

が
交

わ

っ
た

と
す

れ

ば
、

O
園

の
衣

料

を
手

に
入
れ

る
た

め

に
、

b
気

の
食

料

を
、

五

は
提

供

し
な
け

れ

ば

な
ら

な

い
。

と

こ
ろ
が

こ

の
場
合

、

B

に

と

っ
て

は
事
態

は
な

に
も

変

わ

っ
て

い
な

い
。

彼

は
衣

料

の
売

手

11
無

税

の
食

料

の
買

手

と

し

て
、

相

対
価

格

艶
に
直

面

す

る
。

B

に
と

っ
て

は
最

初

と
同

じ

よ
う

に
、
瓦

が
消
費

の
最
適

点

で
あ

る
。

だ

が
B

は

A

の
欲

す

る
ま

ま

に
衣

料

を

与

え

よ
う

と
す

る

と
、

は
じ

め

は

≧

⑦
だ

け

の
衣

料

と
交

換

に
食

料

を
受

け

と
り
、

均

衡

点

に
あ

っ
た

に
も

か

か
わ

ら
ず

、

孟
が

新
価

格

に

よ

っ
て
欲

す

る
衣

料

は

園
O

し

か
な
く

、

B

に
と

っ
て

は

≧
沁
だ

け

の
衣

料

の
過
剰

供

給

と
な

る
。

一
方

A
は
b
・園

の
食

料

を
提

供

し
、

B

か

ら

園
O

の
衣
料

を

受

け

と

っ
て
、

新

し

い
消

費

均

衡

点

に
達

す

る

の
で
あ

る
が
、

提

供

す

る

b
・唄

の
う

ち

⑦
園

は
租
税

と

し

て
課
税

当
局

に
よ

り
徴
収

さ
れ

る
。

こ
れ

を

β

に

つ
い

て
云

え

ば
、

彼

に
と

っ
て

沁

⑦

の
衣
料

を
犠

牲

と

し

て
、

ち

ょ
う

ど

そ
れ

を
補

償

す

る
食
料

は

b
も

で
あ

り
、

且

が
提

供

す

る
b
ヨ

の
う

ち
、

B

の
う

け

と

る

b
南

と

の
差

額

⑦
閑

は
、

課

税

当

局

の
収

入

と
な

る
。

し

か

し
B

に

と

っ
て
R
点

は
、

瓦
点

で
価
格

と
接

す

る
無

差

別

曲

線

よ
り

は
低
次

の
満

足

を
示

す
無

差

別

曲

線

上

に
あ

る
だ

け

で
な
く

、

価

格

伽
と
交

わ

る
点

で
あ

っ
て
接
点

で

は
な

い
。

こ
の
状

態

で

は
B

に
と

っ
て
さ

ら

に
有

利

な

二
財

の
組

み
合

わ

せ

の
た

め

に
、
交

換

の
再
編

成

が

必
要

と
な

る
。
均

衡

価
格

初
と
、

新

し

い
価
格

(馨
十
ひ
)
と

が
B

に
与

え

た
も

の
は
、
食

料

≧
3

の

過

剰

需

要

と
、

さ
き

に

の
べ

た
衣

料

≧
沁

の
過
剰

供

給

で
あ

る
。

こ

の
よ
う

な
食

料

の
過
剰

需

要

と
衣

料

の
過
剰

供

給

は
、

相

対
価

格

の
変

化

を
媒

介

と

し

て
生

産
部

門

の
調
整

へ
と
波

及
す

る
。

波

及

過
程

の
行

き

つ
く

と

こ
ろ

は
、

新

し

い
産
出

高

の
組

み
合

わ

せ
が

過
剰

需
給

を
清
算

し
、

且

に
と

っ
て
は
消
費

税

を
含

ん
だ
価

格

と

二
財

の
限
界

代

替
率

が

一
致

す

る

こ
と

で
あ

り
、

B

に
と

っ
て

は
過

剰
需

給

が
な

く

な

る
と

と
も

に
、

五
と
同

じ

く
限

界

代
替

率
が

清
算

価
格

と

一
致

す

る

こ
と

で
あ

る
。

こ
の
状

態

は
第

五

図

(
ウ

ェ
ル
ズ
の
第
四
図
)

で
示

さ

れ

る
。

食

料

の
過
剰

需

要

の
た

め
第

四

図

の

伽
よ
り
、
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第5図

食
料

衣料

 

0

な

っ
た
だ
ろ

う

か
。

N
と
Q

と

は
、
産

出

高

五

の
指
数

§

の
も

と
で

の

君

・
B

の
「
特

殊

的
契

約

曲
線

」
上

に
は

な

い
。

般
的
契
約
曲
線
」

上
に
も

な
い
。

こ
れ

は
交
換

の
効
率

を
阻
害
す
る
だ

け
で
な
く
、
「
少
な
く

と
も
」

用

の
と

(讐
+
、・・)
と
が

一
致
す
る

こ
と
な
く
、
生
産

の
効
率
も
阻
害
さ
れ

る
。

り
低
位

の
満

足
状
態
を
示
す

N
お
よ
び
Q

へ
無
差
別
曲
線

が
移
動

し
た

こ
と
に
よ
り
、

う
。

こ
の
結
果
、
消
費
税

の
負
担

は
、
衣
料

の
買
手

で
あ

る
A
に
か
か
る
よ
う

に
み
え
る
。
彼

は
衣
料

に
対
す

る
課
税

の
た
め
、
そ

の
負
担

を
衣
料
と
交
換

に
提
供
す

る
食
料
と

い
う
財
で
引
き
う
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
。
彼
が
消
費
税

を
支
払

っ
て
い
る
。
だ
が

こ
れ

は
必

ず

し
も
且
に
全
額
負
担
が
か
か
る

こ
と
を
意
味
し
な

い
。
相

対
価
格

の
変
化
と
、
生
産
均
衡
点

の
移

動
に
よ

っ
て
、
食
料

の
生
産

に
ょ
り

多
く

の
労
働

・
土
地
が
投
ぜ

ら
れ
、

A
の
産
出
物

の
分
配

は
課
税
前

よ
り
有
利

に
な

っ
た
。

こ
の
こ
と
は
、
前
節

の
仮
定

(
3
)

お
よ
び

彿
は
食

料

に

つ
い

て
高

く

な
り

、
衣

料

の
過
剰

供

給

の
た

め

(讐
十
ひ
)
よ
り

(害
十
餅
)

は
低
く

な

っ
て

い
る
。

こ

の
相

対
価

格

の
変

化

は
衣
料

に
代

え

て

食

料

を
増

産
す

る

こ
と

を
有

利

な
ら

し

め
、

産

出

高

の
均

衡
点

は

B

の
過
剰

需

給

を
清

算

す

る

72
と
機
会

費

用

砲
と
が

一
致

す

る
ゐ

点

で
き

ま

る
。

衣
料

の
買
手

A

に
と

っ
て

は
、

産

出

高
み

に
対

応

す

る
凸

点

を
中

心

と
す

る

オ

ッ

ブ
ァ
ー
曲
線

と

(讐
+
芭

の
交

点
Q

で
均

衡
状

態

に
あ

る
。

彼

は
b
・く

の
食

料

と
引

き

換

え

に
、

図
O

の
衣

料

を

う

け

と

り
、

B

に

と

っ
て
も

均
衡

点

N

に
お

い

て
、

恥
≧
11
『
O

の
衣
料

と
引

き

換

え

に

b
"・⑦
の
食

料

を

う

け

と

る
。

食

料

の
差

額

⑦
園

は
、

課
税

当

局

の
徴

収

す

る

と

こ
ろ

と

な

る
。

消
費

税

賦

課

が
生

産
状

態

の
変

更

を
も

た
ら

し

た
全

過
程

の
結

果

は
ど

う

し

た

が

っ
て
「
一

(
3

)
こ
の
場
合

A
に
対
し
て
は
、
機
会
費

ま
た
両
者

の
オ

ッ
フ
ァ
ー
曲
線

の
交
点

か
ら
離
れ

て
、

よ

二
人

の
厚
生
状
態

は
悪
化

し
た
と

い
え

る
で
あ
ろ
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消費税 の一般均 衡分析 に おけ るウ ェルズ とジ ョソ ソソ

第6図
(
6
)

か

ら
導
き

出

さ
れ

る
。

課

税
後

の
均

衡
状

態

は
第

六
図

(
ウ
ェ
ル
ズ
の
第
五
図
)
で
示

さ
れ

る
。
産

出

高

ゐ

に

お

い

て
、
分

配

線

葭

と
指
数

の
交
点
恥

で
は
、
五

の
分
配
率

は
増
加
し
、
B

の
そ
れ

は
減
少

し
て
い
る
。
さ
ら
に
第
六
図

に
よ
る
と
、
産
出
高

の
移
動
に
よ
り

価
格
線

が

へ讐
+
、爬)
に
な

っ
た
と
き
、

A
は
最
初

の

一
般
的
契
約
曲
線
上

の
点
瓦
を
通

る
無
差
別
曲
線
ム

で
、
再
び
衣
料

と
食
料
を
所
有

す

る
。

こ
れ

は
ハ
と
凡

の
水

平
距
離
、

つ
ま
り
衣
料

の
減
少

を
ま
さ
に
補
償
す
る
よ
う
な
食
料
、
す

な
わ
ち
瓦

と
凡

の
垂
直
距
離
に
値
す

る
量
を
、
生
産
点
み

か
ら
ゐ

へ
の
移
動

に
よ

っ
て
新
た

に
所
有
す
る
に
い
た

っ
た

こ
と
を
意
味
す

る
。

一
方
B
は
、
分
配
率
が

A
に
と

っ

て
有
利

と
な

っ
た

こ
と
と
、
最
初

の

一
般
均
衡
価
格

伽
よ
り
食
料

に
対

し
て
高
く
な

っ
た

彿
の
た
め
、
彼

の
無
差
別
曲
線

は
あ

か
ら
毎

に

移

動
し
、
B

の
厚
生
状
態
は
低
位

に
お
か
れ
、
最
終
的

な
消
費
税

の
負
担

は
B
に
か
か
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。

以
上

の
結
果
、
消
費
税

の
負

担

は

一
見
且
が
、
税
を
支
払
う
と

い
う
意
味

で
は
、
課
税

に
よ
る
初
発

の
効
果
を
す

べ
て
引
き

う
け

る
よ

う

に
み
え
る
が
、
市
場
価
格

の
変
化
お
よ
び
生
産
均
衡
点

の
移

動

を

通

じ

食
料

p

L

0
Y1

て
、
産
出
物

の
分
配
率

の
変
化
を
生
じ
、
交
換

の
相
手
方

で
あ
る
β
に
租
税

は
帰
着
す

る
。
且
に
与
え
た
消
費
税

の
効
果

は
分
配
分

の
増

加
と

い
う
有
利

な
状
態

で
あ

っ
た
。

こ
の
よ
う

に
消
費
税

は
、
必
ず
し
も
負
担

だ
け

を
生
ず

る

の
で
は
な
く
、

他
面

に
お
い
て
利
益
も
生
ず

る
。

こ
の
結
論

は
前
節

で
の
べ
ら
れ
た
仮
定

に

根
拠

を
お
い
て

い
る
。
そ

こ
で
示
し
た

よ
う

に
、
仮
定

(
3
)
と

(
6
)
、

す

な
わ
ち
労
働
対
土
地

の
所
有

比
率

の
相
異

と
、
生
産
要
素
集
約
性

の
相
異

が
、

二
人

の
う
ち

一
人

に
有
利
な
産
出
物

の
分
配

を
も
た
ら
す

こ

と

に

よ

る
。

ウ

ェ
ル
ズ

は
以
上

の
分
析
に
加
え

て
、

二
財

・
二
人

・
二
生
産
要
素

モ
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デ

ル
が
示
し
て
い
る
食
料

に
有
利
な
産
出
高

の
変
化

は
、

つ
ぎ

の
条
件

に
依
存

し
て
い
る

こ
と
を

の
べ
る
。
す
な
わ
ち
第

一
に
は
、
衣
料

に
か
け
ら
れ

る
消
費
税
率

で
あ
る
。
税
率

が
高
け
れ
ば
食
料

の
過
剰
需
要

と
衣
料

の
過
剰
供
給

は
、

い

っ
そ
う
大
き
く
な
り
、
食
料

へ
の

生
産

の
移
動

は
大
き

い
。
第

二
に
は
、
且

・
B

二
人

の
二
財

に
対
す

る
限
界
代
替
率

で
あ
る
。
A

の
二
財

に
対
す

る
代
替
が
よ
り
密

に
な

れ
ば
、
衣
料

に
課
税

さ
れ

た
と
き
、
食
料

へ
の
移
動
は
よ
り
大
き

い
。
食
料
が
増
産
さ
れ

る
に
つ
れ
、
B
に
と

っ
て
は
衣
料

で
測

っ
た
食

料

の
価
格

は
上
昇

し
、
代
替

が
あ
ま
り
密

で
な
け
れ
ば
、
価
格

の
上
昇

に
つ
れ
B

の
食
料
消
費

は
急
速

に
は
減
少

し
な

い
で
あ
ろ
う
。
第

三

に
は
課
税
当
局

の
租
税

11
経
費
政
策

で
あ

る
。
税
収
を
食
料

に
支
出
す
れ
ば
、

B

の
過
剰
需
要
と
競
合

し
て
食
料

の
生
産
を
大
な
ら
し

め
る
。
上
述

の
分
析

で
は
課
税
当
局
は
β
か
ら
衣
料

を
買
わ
ず

に
、
結
果
的

に
は
税
収

で
食
料
だ
け
を
購
入
し
て

い
た
。

こ
れ

と
は
逆

に

税
収

⑦
園
を
も

っ
て
、
最
初

の
均
衡
価
格

伽
で
β
か
ら

O
ミ
の
衣
料

を
買

っ
た
な
ら
ば
、
第
四
図
で
示
さ
れ
る
よ
う

に
、
B

の
衣
料

の
過

剰

供

給

≧
沁

は

ミ

ミ

に
減

じ
、

B
は

課
税

当

局

か

ら

⑦
網
H
≧
ミ

の
食

料

を
う

け

と

る

こ
と
に

よ

り
、

B

の
食
料

の
過

剰
需

要

は

蚤

に
減
少
す
る
。
過
剰
需
給
量

は
、
課
税

当
局

の
介

入
に
よ
り
、
は
る
か
に
減
少
し
、
僅

か
の
食
料

の
増
産

・
衣
料

の
減

産
と
い
う
生
産
点

の

移
動

で
、

一
般
均
衡
は
瓦

の
近
傍
で
成
立
す

る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

%
点
が
瓦
点

に

一
致

し
て
い
た
な
ら
ば
、

一
般
均
衡
体
系

は
撹

乱

を
う
け
な

い
。

ウ

ェ
ル
ズ
は
い

っ
て
い
な

い
が
、
第
四
図

か
ら
容
易

に
わ
か
る
よ
う

に
、
一
般
均
衡

が
撹
乱
を
う
け
な

い
た
め
に
は
、
税

率

が
小

で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
さ
ら
に
ま
た
そ
う
な
る
た
め
に
は
、
政
府

の
選
好
函
数

の
知
識

が
必
要

で
あ

る
。

こ
の
政
府

の
選
好
函

数

の
決
定

の
た

め
に
は
、
社
会
的
厚
生
函
数

の
決
定
が
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
れ

は
民
主
的
体
制

の
も

と
で
は
、
投
票
に
よ
る
予
算
政
策

(
4

)

の
決
定

を
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
で
あ
ろ
う
。
第
四

に
は

一
定

の
要
素
価
格

に
お
け
る
土
地
集
約
的
食
料
産
業
と
、
労
働
集
約
的
衣

料

産
業

に
お
け
る
要
素
集
約
性

の
相
異

で
あ

る
。
要
素
集
約
性

の
相
異

が
小

で
あ
れ
ば
、
す
な
わ
ち
第

一
図
で
示

し
た
能
率
曲
線

が
O
肉
・

9

を
結
ぶ
対
角
線

に
近
く
な
れ
ば
、

二
財

の
生
産

の
代
替

は
よ
り
密

に
な
り
、
相
対
価
格

は
ほ
と
ん
ど
変
化
し
な
い
で
あ
ろ
う
。

「
し
た

が

っ
て
消
費
税

が
五
と
β
に
与
え
る
負
担

と
利
益

の
帰
着

の
あ
り
方

は
、

二
財

の
生
産
函
数
、

二
人

の
資
産

〔
労
働

と
土
地
〕

の
保
有
構

ll4
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造

と
選
好
函
数
、

お
よ
び
政
府

の
租
税

11
経
費
政
策

に
依
存

し
て
い
る
。

こ
れ
は
も

と
よ
り
驚
く
よ
う
な
結
果

で
は
な

い
。
経
済
学
者

の

多
く
は
、

一
般
均
衡
分
析

の
注
意
深

い
応
用

に
よ

っ
て
、
当
然

の
こ
と
な
が
ら
以
上

の
結
論

が
導
き
だ

さ
れ
る

こ
と
を
、
長

い
あ

い
だ
疑

(
5

)

問
視

し
て
き
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
」

ウ

ェ
ル
ズ

の
結
論

は
謙
虚

な
言
葉

で
語

ら
れ

て
い
る
が
、

そ

の
裏

に
は
か
な
り

の
自
信
が
秘

め
ら
れ

て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

と
も

あ

れ
、
消
費
税

の
二
次
元
的
世
界

に
お
け
る

]
般
均
衡
分
析

は
以
上

で
終
わ

っ
て
い
る
。
続

い
て
ウ

ェ
ル
ズ
は

〃
次

元
の
世
界

に
以
上

の
分
析

を
拡

張
し
て
、
短

い
結
論
を
添

え
て
い
る
。

η
次
元
で
は
、
二
財

の
限
界
代
替
率

に
代
わ

っ
て
、
需
要

の
弾
力
性
概
念
が
登
場

し
て
く

る
。

す

な
わ
ち
需
要

の
弾
力
性
が

一
よ
り
大
な
る
商
品

に
課
税
さ
れ
る
と
、
そ

の
商
品

の
価
格

は
上
昇

し
生
産
量

は
減
少
す

る
。
課
税
商
品

の

補
完
財

の
需
要
も
減

少
し
、

こ
れ
ら
の
商

品

の
価
格

と
産
出
高

は
低
下
す

る
。
課
税
さ
れ
た
産
業
お
よ
び

こ
の
産
業

に
補
完
的

な
商
品
を

生
産
す

る
産
業

か
ら
資
源

は
開
放

さ
れ
る
。

一
方

に
お
い
て
課
税
商
品

に
代
替
す

る
財
貨

へ
の
支
出
は
増

加
す

る
。

こ
う
な
る
と
生
産
要

素

の
相
対
価
格
も
変

化
す

る
。
課
税

に
よ
り
生
産
量
を
減
少
さ

せ
る
産
業

に
雇
わ
れ

て
い
る
か
ど
う
か
は
別

と
し
て
、
完
全
競
争

の
も
と

で

は
、
あ

る
要
素

の
相
対
価
格

は
下
が
り
、

こ
の
要
素

の
所
有
者

は
租
税

の
た

め
経
済
状
態

の
悪
化
を
き

た
す
。

こ
れ
に
対
し
他

の
要
素

の

相
対
価
格
は
上
昇

し
、
そ

の
所
有
者

は
良
化
す
る
。
ど

の
要
素
が
悪
化

し
、
ど

の
要
素
が
良
化
す
る
か
を
知

る
た
め
に
は
、
㈲
あ

る
産
業

の
生
産
物
が
課
税

さ
れ
た
と
き
、
消
費
者
支
出
が
減
少
す

る
産
業

か
、

そ
れ
が
買

い
向
う
産
業

か
、
㈲
課
税
当
局

の
経
費
政
策
、
ω
拡

張

産
業

と
縮
小
産
業

と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
産
要
素

を
雇
用
す

る
比
率
、

こ
れ
ら
を
知

る
必
要

が
あ
る
。
だ

が

η
次
元

の
世
界
で
は
、
充
分

な
知
識
を
う
る
こ
と
は
、
不
幸

に
し
て
で
き
そ
う
も
な

い
。
た
だ
消
費
税
が
与
え

る
負
担

は
、
課
税
商

品
に
支
出

の
ウ

ェ
イ
ト
が
大
き

い

消
費

者

お
よ
び
そ

れ

の
代
替
財

と
、
代
替
財

の
補
完
財

の
消
費
者
、

ま
た
縮
小
産
業

で
雇
用

さ
れ
て

い
た
要
素
所
有
者

に
重
く

か
か
り
、

他
方

に
お
い
て
消
費
税
が
与
え

る
利
益

は
、
課
税
商
品

の
補
完

財

に
強

い
選
好
を
も
ち
、
拡

張
産
業

に
お
い
て
集
約
的

に
用

い
ら
れ
る
生

産

要
素

の
所
有
者
が

こ
れ
を
う
け
る
。
そ

の
他

の
人

々
は
、
以
上

の
負
担

と
利
益

の
限
界
内

に
位
置
す
る

で
あ
ろ
う
。

115



π
次

元

の
世

界

で

は
、

二
人

・
二
財

・
二
要

素

モ
デ

ル
に
よ

る
分
析

か

ら

み
る

と
、

は

る
か

に
不
確

定

な
要

因

が
大

き

い
。

ウ

ェ
ル
ズ

の
分

析

で

は

や

は
り

一
般

均
衡

モ
デ

ル
に

よ

る
も

の
が
中

心

で

あ

る
と

み

る

こ
と
が

で
き

る
。

だ

が
彼

の
分

析

に

は
第

二
節

で
若

干

ふ

れ

た

よ

う

に
、

生
産

部

門

と
交

換
部

門

の
分

離

が

不
徹

底

に
終

わ

り
、
交

換

市

場

に

お
け

る

消
費

者

と
し

て

の

月

・
B

両

人

の
所

得
配

分

と

い
う
初

期
条

件

に
誤

り
が

か
く

さ
れ

て

い

た
。

こ
れ

は
仮

定

(
3
)

と

(
6
)

か
ら
導

び

か
れ

た
産

出

高
配

分

が
、

た
だ

ち

に
交
換

市

場

に
お

け

る
初

期
条

件

と
な

っ
て

い
た

こ
と

に
あ

る
。

い
ま

こ

の
批
判

を

ジ

ョ
ソ
ソ

ソ
の
指
摘

に
そ

っ
て

理
解

し

て

み

よ
う
。
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(
1

)

(
2
)

ウ

ェ
ル
ズ
は
五

の
み
が
衣
料

に
対
す

る
租
税

を
含

む
市
場
価
格

で
消
費

の
選
択

を
行

な
う
も

の
と
考

え
て

い
る
が
、

ジ

ョ
ソ
ソ

ソ
は
産

出
高

の
分
配

と
所
得

の
分
配

と
を
区
別

し

た
結
果
、

孟
も

β
も
上
昇

し

た
衣
料

の
価
格

で
選
択
を
行

な
う
も

の
と
し

て

い
る
。

第

一
〇

図
参

照
。

オ

ッ
フ
ァ
ー
曲
線

の
導
出

の
た

め
に
付

言

し

て
お

こ
う
。

五

・
B

の
あ

い
だ

に
食

料
F

と
衣
料

C

の
交
換

が
行

な
わ

れ
る
ま
え

の
均
衡

点
を

そ
れ
ぞ

れ
P
お
よ

び
Q

で
示
す
。

第

七
図

は
、

衣
料
価

格

の
低

下

に
よ

っ
て
、

A

の
消

費
均
衡

点

の
移
動

を
示
す
。

価

格
ー

消
費

曲
線

卜

＼

が

示
さ

れ
る
。

こ

こ
で
は
縦

軸

に
F

を
、

横
軸

に
℃
を

と

っ
て

い
る
。

同
じ
く

第

八
図

は
β

の
価
格
ー

消
費
曲

線
卜
、、

が
示
さ

れ
る
。

こ
こ

で
は

二
財

の
軸

の
と
り
方

は
逆

に
な

っ
て

い
る
。

第7図

F

L

R

CMS

第8図

C

む

R

F.MS

第9図

→FM'OBS'
C
↑

M

s

α

R

R
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(
3

)

((

54
))

さ

て
両
者

の
あ

い
だ

に
交
換

が
行

な
わ
れ

た

と
し
よ
う
。

A
が
食
料

と
交
換

に
衣
料

を
購

入
す

る
た
め

に
は
、

衣
料

価
格
が

下
が

ら
な
け

れ
ば

な

ら
な

い
。

β

も
同
じ
く
、

衣
料

と
交
換

に
食
料

を
購

入
す

る
た

め
に
は
食

料
価

格
が

下
が
ら

な
け
れ
ぽ

な
ら

な

い
。

交

換

の

の
ち
、

A

・
B
が

そ
れ
ぞ
れ
消

費

の
均
衡

点

に
あ

り
、

加

え

て
二
財

の
価
格

比
率
が

一
致
す

る

の
は
、

第
七

図

の
原

点

○
』
を
右
下

に
、

第

八
図

の

原
点

が
左

上

に
く

る

よ
う

に
、

第

八
図
を
裏

返

し

に
し

て
、

二

つ
の
図

の
P
と
0
・を

一
致
さ

せ

る
よ
う

に
す

る

と
よ

い
。

こ
れ
が
第

九
図

で

あ

る
。

両
者

の
価

格
-

消

費
曲
線

は
Z
で
交

わ
る
。

価

格
線

、
N

は
、

且

・
B

の
消
費
均

衡
点

を

一
致

さ

せ
る
。

そ

し

て
孟
は
F

の

℃
ミ

と
交
換

に
C

の
ミ
、N
を
と
り
、

B

は
C

の
ミ

N
と
交

換

に
F

の
ミ

「
を

と
る
。

こ

の
結
果
ミ

N
と
着

が
交

換
さ
れ

る
だ

け

で
、

4

・
B
が
交

ホ

換

ま

え

に
保

有

し

て

い

た

二
財

の

量

は

変

化

せ

ず
、

両

者

と
も

よ

り
高

次

の
無

差

別

曲

線

に

移

っ

て

い

る
。

*
麻
田
四
郎

「
マ
ー
シ
ヤ
ル
曲
線
に
関
す
る
覚
書
」
商
学
討
究

第
三
巻
三
号

(
一
九
五
二
年
十

一
月
)
、
八
～

一
〇
ペ
ー
ジ
参
照
。

ウ

ェ

ル
ズ

は
、

A

が

衣

料

の
買

手

11

食

料

の
売

手

と
考

え

て

い
る
。

こ

の
逆

の

ケ

ー

ス
も

考

え

ら

れ

る
。

だ

が

「
少

な

く

と
も

」

と

い
う

挿

入
句

に
対

し

て
、

逆

の

ケ

ー

ス
の
存

在

は

ほ

と

ん

ど

考

え

ら

れ

て

い
な

い
。

だ

か

ら
、

二

人

・
二
財

・
二
要

素

モ
デ

ル

で

は
、

ジ

ョ
ソ

ソ

ソ

の
分

析

の

ほ
う

が

徹

底

し

て

い

る

と

思

う

。

戸
》
」
≦
島
鴨
碧

P

寒

§

§
蓬

駄

ぎ

魯
、皆

ミ

ミ
§

亀

(
2
0
毒

図
o
蒔

"
お
㎝
O
)
曽
9
掌。
戸

9

勺
・
≦

「o
昌
ρ

魯

・
鼠
計

"
・

ω
零

。

四

第

二
節

で
少

し

の

べ
て

お

い
た
が

、

ウ

ェ
ル
ズ

の

「
産
出

物

分

配

函
数

」

に
対

し

て
、

ジ

ョ
ン
ソ

ソ
は
産
出

物

よ
り

は
む

し
ろ

所
得

の

分

配

を

こ

の
函

数

で
表

わ
す

べ
き

だ

、

と

い
う

。

ウ

ェ
ル
ズ
も

以
上

の
展

開

で
示

し
た

よ

う

に
、

狙

う

と

こ
ろ

は
産
出

高

の
移

動

に
と
も

な

う

A

・
B

の
所
得

分

配

の
変

化

で
あ

っ
た
、

と

い

っ
て
よ

い

で
あ

ろ
う

。

マ
ス
グ

レ
ィ
ヴ

が

定
義

す

る

よ
う

に
、

「
租
税

の
帰
着

」

は

(
1

)

実

質

所
得

の
分

配

変

化

を
さ
す

も

の
と

い

っ
て
よ

い
。

も

っ
と
も

ウ

ェ
ル
ズ

に
は
、

マ

ス
グ

レ
ィ
ヴ

の
帰
着

の
定

義

が

も

つ
と

こ
ろ

の

ロ

レ

ソ
ツ
曲

線

の
移

動

と

い
う
意

味

で

の
所
得

階

層

間

の
分

配

変

化

を
示

し
た

い
と

い
う
意

図

は
な

い
よ
う

に
み
え

る

が
。

と
も

あ
れ

、

ジ

田

ヨ
ソ
ソ

ン
の
批
判

は
、
転
換
曲
線
上

の
あ

る
点

で
二
財

の
生
産

の
組

み
合
わ
せ
が
決
定

し
た
と
き
、
生
産
要
素
が
そ

の
限
界
生
産
力

に
応



じ

て
報

酬

を

う

け
、

そ

の
報

酬

の
分

配

こ
そ
、

肉
卜

函

数

で
示

さ

な
け

れ

ば

な
ら

ぬ
も

の
だ
、

と

い
う
。

そ

し

て

ウ

ェ
ル
ズ

の

一
般

均
衡

囎

モ
デ

ル
は
、
要
素
所
有
者
が
物
的
産
出
高

に
比
例
し
た
分
配
分

で
報
酬
を
う
け
と
る
と
仮
定

し
て
い
る
が
、
彼

の
い
う

よ
う
に
、
生
産
と

交
換
が
そ
れ
ぞ
れ
切

り
離

さ
れ
た
部
門
を
構
成

し
て
い
る
な
ら
ば
、
実
物
所
得

で
報
酬

を
う
け
と
る
と
い
う
よ
り
は
、

一
般
的
購
買
力
で

報
酬

を
う
け
と
る
と
考
え
た
方
が

よ
い
。
消
費
税

は
、

こ
の
購
買
力
が
消
費

者

に
よ

っ
て
二
財

に
対

し
て
好
む
ま
ま

に
支
出
さ
れ
た
と
き

に
、

そ

の
う
ち

の

一
財
に
か
か
る
わ
け
で
あ
る
。

「
ウ

ェ
ル
ズ

の
幾
何
学
図
形

を
か
り

て
云
う

と
、

二
人

に
対
す

る
所
得

の
分
配

は
、
産
出
物
分
配
函
数
上

の

一
点

で
示
さ
れ

る
の
で
は

な
く
、
限
界
転
換
率

と
同

じ
勾
配

を
も
ち
、
産
出
物
分
配
点
を
通

る
直
線

で
示
さ
れ

る
。

こ
の
限
界
転
換
率

は
二
人
が
そ
れ
ぞ
れ

の
所
得

で
、
要
素
所
有
者

か
ら

(
要
素
費
用
で
)
購

入
す

る
財
貨

の
組
み
合
わ
せ
を
示

し
て
い
る
。
課
税

さ
れ
な

い
と
き

の
均
衡

は
、

ウ

ェ
ル
ズ

の

作
図

の
よ
う
に
、
こ
の
直
線
上

の
同

じ
点
に
お
け
る
二
人

の
無
差
別
曲
線

の
接
点

で
決
定
さ
れ
る
。
だ
が
、
あ
る
特
定
商
品

に
対
す

る
租
税

第10図
y
食
料

p

M

」」-x
P'衣 料

 

0

を
入
れ
て
く

る
と
、
産
出
物
分
配
点
か
ら
引

か
れ
た
別

々
の
直
線

で
示
さ
れ
る

の
で

な
く
、

二
本

の
直
線

で
示
さ
れ

る
。

一
人

に

つ
い
て

一
つ
の
直
線

は
、
非
課
税
商
品

を
示
す
契

約
ボ

ッ
ク
ス
の
二
辺
と
、
所
得
分
配
線

と

の
交
点
か
ら
始
ま

っ
て
い
る
。

そ
し
て
消
費
税

が
か
か

っ
た
と
き

の
各
人

の
消
費

の
均
衡

は
、

こ
れ
ら
の
直
線

と
、

(
2

)

各

人

の
無

差

別

曲

線

の
接

点

で
示

さ
れ

る

。
L

こ

の
よ
う

な

ジ

ョ
ン
ソ

ン

の
説

明

に

続

い
て
、

こ
れ

を
図
形

化

し
た
第

一
〇
図

(
ジ

ョ
ソ
ソ
ソ
の
第

一
図
)
が
示

さ
れ

る
。

凸

点

で
社

会
的

な

生
産

均
衡

点

が
き

ま

る
と
、

ウ

ェ
ル
ズ

の
D

点

つ
ま
り
産

出

物

の

分

配

を
示

す

点

を
通

っ
て
、
為

点

の
機
会

費

用

と
同

じ
傾

斜

を

も

つ
所

得

分

配

線

(ユ
一く
一ω一〇
]P
IOhI圃　POO
bPΦ
一凶昌
O)
ミ

ミ

が
引

か
れ

る

。
こ
れ

は
第

三
図

で
示

し
た

よ
う

に
n
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点

を

通

る
価

格

線

あ

る

い
は

A

・
β

両

人

に
と

っ
て
共

通

の
予

算

線

と
同

じ
意

味

を
も

つ
。

君
の
原

点

を

0
と
す

る

と
、
彼

は
ミ
ミ

、上

で

二
財

の
選
択

を
き

め
る

こ
と

が
極

大
満

足

を
与

え

る

こ
と

に
な

り
、

彼

の
所
得

は

こ

の
と
き

の
財

貨

を
要
素

費

用

で
測

っ
た
も

の

に
等

し

い
。

消
費

税

が
衣

料

に

か
か

っ
た

と
き

、

予
算

線

は
且

に
と

っ
て
ミ

≧

に

移

動
す

る
。

一
方

B
も

市

場

に
お

い

て

二
財

を

選
択

す

る
わ

け

で

あ

る

か

ら

、

B

の
原

点

を

几

と
す

る

と

B

に

と

っ
て

も

予

算

線

は

・ミ

、≧
、
に
移

動

す

る

。

ミ
ミ

、と

§

お

よ

び

ミ

ミ

、
と
・ミ

、≧
、

の

つ

く

る
角

度

は
衣

料

に
対
す

る
消
費

税

を

示

し
、

ミ

≧

と

ミ

、≧

、
と
は

平
行

で
あ

る
。

A

の
消
費

均

衡

点

は

几

で
示

さ
れ

、

β

の
そ

れ

は
島

で
あ

る
。
二
人

の
消
費
均
衡
点

の
乖
離

を
示
す
食
料

の
$

と
、
衣
料

の

$

と
は
課
税
当
局
に
よ

っ
て
徴
収
さ
れ
る
量
を
示
す
。

か
く

し
て
消
費
税

は
、

二

つ
の
明
ら
か
な
厚
生
効
果
を
与
え
た
。

一
つ
は
租
税

の
徴
収

が
消
費
財

の
選
択
量
を
変
更

さ
せ
、

よ
り
低
位

の
満

足

を
示
す
無
差
別
曲
線

の
指
標

へ
移
動
さ

せ
た

こ
と
で
あ

り
、

二

つ
に
は
乃
点

に
お
け
る
限
界
転
換
率

と
、
消
費

に
お
け
る
二
財

の
限
界
代

(
3

)

替
率

と
を
相
異

せ
し
め
、

パ

レ
ー
ト
最
適

基
準

を
み
た
さ
な
く

せ
し
た

め
こ
と
で
あ
る
。

ウ

ェ
ル
ズ

の
説
明

で
は
、

A
が
衣
料

の
買
手

11
食
料

の
売
手

で
あ

り
、
B
が
衣
料

の
売

手
11
食
料

の
買
手

で
あ

っ
た
。

し
か
し
二
人

・

二
財

・
二
要
素

モ
デ

ル
で
は
、
生
産
部
門

と
交
換
部
門
と
を
分
離
し
、
両
者

と
も
交
換
市
場
で
二
財
を
選
択
す
る
ジ

ョ
ソ
ソ
ン
の
分
析

の

ほ
う
が
合

理
的

で
あ
る
。
さ
ら
に
ウ

ェ
ル
ズ

で
は
衣
料

に
対
す

る
消
費
税
が
か
か

っ
て
も
、
君
は
最
初

の
均
衡
点

か
ら

よ
り
低
位

の
無
差

別
曲
線

に
移

っ
た
と
は
い
え
、
彼

は

い
ぜ

ん
と
し
て
オ

ッ
フ
ァ
ー
曲
線
上

で
選
択

し
て
い
る
わ
け

で
あ
る
か
ら
、
均
衡
点

は
A
に

の
み
成

立

し
、

β
は
不
均
衡

の
ま
ま

の
こ
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
B

に
生

じ
た
不
均
衡

を
解
消
さ

せ
る
た
め
、
産
出
高

の
組

み
合
わ
せ

が

変

更

さ

れ
、
食
料
を

よ
り
多
く
生
産
す

る
ゐ
点

に
移

っ
た
わ
け
で
あ
る
。
た
だ

し
そ

こ
で
は
政
府

の
経
費

政
策

が
不
均
衡
を
最
初

の
生
産
点
み

で

吸
収
し
て
し
ま
う
か
否
か
が
、
生
産
点
移
動

の
条
件

の

一
つ
で
あ

っ
た
。

ジ

ョ
ン
ソ
ソ
の
場
合

で
は
、
所
得
分
配

の
変
化

は
ど
う
説
明
さ
れ
る
か
。

一
般
的

に
は
あ
る
財

か
ら
他

の
財

に
需
要

と
生
産
が
移

っ
た

な
ら
ば
、

一
人

の
生
産
要
素
所
有
者

に
利
益
を
与
え

る
と

い
え

る
の
で
あ
る
が
、

こ
の
場
合
に
も
政
府

の
課
税
商
品

に
対
す

る
需
要

と
、
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課
税

に
よ

っ
て
減

少
し
た
消
費
量
と
が

一
致
す
る
か
否
か

に
分
配
変

化
を
も
た
ら
す
要
因
が
あ
る
。

「
通
例

の
よ
う
に
、
需
要

の
弾

力
性

が

]
以
上
で
あ
り
、

し
か
も
政
府

の
消
費

に
と

っ
て
非
課
税
商
品
が

『
下
級
財
』

で
な

い
と
仮
定
す

る
と
、
消
費
税

は
非
課
税

商
品
に
対

し

て
生
産

の
移
動
を
生
ず
る
。
政
府

の
課
税
商
品
に
対
す

る
選
好
が
、
納
税
者

の
そ
れ
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
強
さ
を
も

つ
と

い
う
仮
定

か
ら

(
4

)

で
も
同
じ
結
果
が

で
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
」

こ
の
よ
う
な

「
正
常

な
」
条
件

の
も

と
で
は
、

非

課
税

商
品

の
生
産
増
大
が

生
じ
た
と
き
、

こ
の
商
品
生
産

に
比
較
的
多
く
投
入
さ
れ
る
生
産
要
素

の
所
有
者

は
、
そ

の
要
素

の
稀
少
性
が
次
第

に
高
ま

る
こ
と
に
よ

っ
て
、
所
得

の

相
対
的
分
け
前

の
増
加
を
う

け
と
る
。
租
税

に
よ

っ
て
誘
発
さ
れ
た
生
産

の
移
動

は
、
特
定

の
要
素
所
有
者

に
利
益
を
与
え
る
。

こ
の
利

益

は
、
個
人

に
か
か

っ
た
租
税

の
負
担

を
上
回
る
可
能
性

を
生
ず
る
が
、

こ
の
問
題
を
さ
ら
に
展
開
す

る
に
は
、
衣
料
か
ら
食
料

へ
生
産

の
移
動
が
生

じ
た
と
き

に
、
所
得
分
配
線
が
ど

の
よ
う
に
動
く

か
を
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
こ
で
ジ

ョ
ソ
ソ
ソ
は
、
外
国
貿
易

理
論

に
お
け
る

「
要
素
価
格

の
国
際
的
均
等

化
問
題
」

の
手
法
を
援

用
す

る
。

「
こ
の
命
題

は
二

国

・
二
要
素

・
二
財

・
自
由
貿
易
を
前
提

と
し
、

二
国

に
お
け
る
各

々
の
財
に
同

一
の

一
次
同
次

の
生
産
函
数
が
あ
り
、
ま
た
そ

の
生
産

函
数

は
、
あ
る

一
つ
の
要
素
価
格
比
率

で
、
あ
る
生
産
要
素

を
集

約
的

に
使
用
す

る
財
貨

が
、
す

べ
て

の
生
産
要
素
価
格
比
率

で
も
、
そ

の

(
5

)

要
素

を
集
約
的

に
使
用
す

る
と
い
う
性
質

を
も

つ
と
、
二
国

で
二
財
が
生
産
さ
れ
る
限
り
、
要
素

の
絶
対
価
格

は
均
等
化
す

る
」

と
い
う
。

い
ま

こ
こ
で

こ
の
命
題
を
証
明
す
る
余
裕
は
な
い
が
、

「
こ
こ
で

の
問
題

の
た
め
に
以
上

の
議
論
を
逆

に
た
ど

る
と
、
あ
る
要
素
所
有
者

が
獲
得
す
る
所
得
、

ま
た
彼

の
総
所
得

に
し
め
る
分
け
前

は
、

さ
ま
ざ
ま

の
総
生
産
形
態

の
も

と
で
、
彼
自
身
が
所
有
す
る
諸
要
素

に
と

っ
て
の
転
換
曲
線

か
ら
決
定

で
き

る
。
な
ぜ
な
ら
彼

の
も

つ
要
素
を
相
互
に
組
み
合
わ
せ
て
生
産
を
行
な
い
、
そ

の
う
え
で
生
産
物
を
販

売
す

る
の
と
、
生
産
要
素
が
自
由
に
売

ら
れ

て
社
会

の
他

の
成
員

の
も

つ
要
素
と
組

み
合
わ
さ
れ
た

の
と
で
は
、
彼

の
所
得

は
な

ん
の
相

(
6

)

異
も

あ
り
え
な
い
た
め
で
あ

る
。
」

こ
れ

は
諸
要
素

に
同

一
の
相
対
価
格

が
二
国

で
成
立
し
、

為
替
相
場

で
換
算

し
た
結
果
、

二
財

の
絶

対
価
格

は
両
国

で
均
等
に
な
り
、
そ

こ
で
は
生
産

と
交
換

の
均
衡
が
成
立
し
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
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第11図

(
7

)

い
ま

こ

の
議

論

に

し
た

が

っ
て
、

食

料

に
生

産

の
移

動

が
生

じ
た

と
き

、

所
得

分

配

線

の
動
き

は

第

一

一
図

(
ジ

ョ
ソ
ソ
ソ
の
第

二
図
)

で
説

明

さ
れ

る
。

電

、
は
ま

え

と
同

じ

よ
う

に
社

会

の
転

換

曲
線

、

』
毎
、
は
上

述

の
命

題

の
後

半

に
よ

り
、

且

の
も

つ
要

素

を
投

入

し

て

え
ら
れ
る
転
換
曲
線
を
示
す
。

い
ま
社
会
的

生
産
が
乃
点

で
決
定

さ
れ

て
い
る
と
す

る
と
、
A
の
所
得

は
、
彼

の
転
換
曲
線

の
O
・
点

で
自

分

の
要
素

を
二
財

に
投

じ
て
得
ら
れ
た
生
産
物
を
交
換
し
て
う

る
も

の
と
同

一
で
あ

る
。
9

点

は
二
財

に
対
す

る
五
の
限
界
転
換
率

と
、

●
β
お
よ
び
社
会

の
二
財

に
対
す

る
限
界
転
換
率

と
等

し
い
点

で
あ
る
。
所
得
分
配
線

は
、
乃
点

の
も

つ
二
財

の
生
産
量

に
対

し
て
ミ
ミ
、の

比
で
分
け
ら
れ
、

こ
れ
は
E

の
指
数
上

で
ウ

ェ
ル
ズ

の
い
う
産
出
物
分
配
線
上

の
D
点
を
通
る
。
乃

点
か
ら
P
点

に
向

っ
て
食
料

の
生
産

移
動
が
生

じ
た
と
き
、
ミ
ミ
、線

は
ト
》
、
に
接
し
な
が
ら
回

っ
て
ゆ
く
。

γ
軸
と

の
交
点
M
は
次
第

に
A
点

に
近
づ
く
。
M
点
が
五
点

に
近

づ
く

と
、
食
料

は
増
加
す
る
が

一
方

に
お
い
て
衣
料

の
限
界
生
産
費

は
、
相
対
的

に
減
少

し
て
ゆ
く
。

こ
の
移

動
が
税

込
み
の
衣
料

の
価

格

を
課
税
ま
え

の
衣
料

の
価
格

よ
り
は
る
か
に
低
く
さ

せ
る
な
ら
ば
、

A

の
経
済
状

x
斗

Y

A'「

え

α

P'衣*

 

M0

態

は
良

化

し

て
ゆ

く

。

こ
れ

は
食

料

の
増

産

に

つ
れ

て
ミ
ミ
、線

が
次
第

に

上
方

で
水

平
化

し
、

こ
れ

と

且

の
二
財

に
対

す

る
無

差

別
曲

線

と

の
接
点

は
、

次
第

に
上

位

の

満

足

を
示

す

曲

線

上

に
あ

る

た

め

で
あ

る
。

M
点

か

ら

R
点

を
通

り
、

A

点

に

お

い

て
は

み

の
資

源
を
食

料

に
完

全
特

化

し
た

こ
と

に
な

る
。

さ
ら

に
食

料

の
増
産

が

続

く

な

ら
ば
、

そ

の
結

果

生
ず

る
相
対

的
要

素

価

格

の
変

化

は
、

B

か

ら
労

働

を

ひ
き

ぬ

い
て

君

の
土
地

と
結

合

し

て
も
、

有

利

な
状

態

に
お

く
。

こ
の
状

態

は

』
毎
、
の
延

長
』
》
、、
で
示

さ
れ

、
付

加
的

労
働

の
費

用

は
、

A

に
よ

る
衣

料

の
負

の
生

産

量

で
表

わ

さ

れ

る
。
所

得

分

配
線

は
国
卜
、、
と

の
接

線

で
示

さ
れ

る
が
、

食

料

で
測

っ
た

A
の

所
得

は

r
軸

と
ミ
ミ
、線

と

の
交

点

5

で
あ

り
、

接

点

◎
・
、
は
y
軸

の
左
側

に
.あ

る
。
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、

か
く

し
て
食
料

で
測

っ
た
五
の
所
得

は
、

正
常
条
件

の
も

と
で
は
課
税

に
よ
る
衣
料

の
市
場
価
格
上
昇

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
増
大

し
、
彼

慨

は
良

化

し

た
状
態

を
享
受

す

る

こ
と

に
な

る
。

こ

の
結

論

は

且

.
β

両
者

の
所
有

す

る
労
働

に
対

す

る
土

地

の
比
率

の
相
異

に
原

因

が
あ

る

と

い
え

る
。

こ

の
よ
う

な

ジ

ョ
ン
ソ

ソ
の
批

判

に
対

し

て
、

私

は
現
在

の

と

こ
ろ
充

分

な

コ
メ

ソ
ト
を

加

え

る

こ
と

は

で
き

な

い
。

し

か

し
な

が

ら

消
費

税

の

一
般
均

衡

分
析

と
し

て
、

ジ

ョ
ソ

ソ

ソ
の
与

え

た
批

判

は

ウ

ェ
ル
ズ

の
特

殊

な
転

嫁

関

係

を

こ
え

て
、

一
般
的

で
あ

り

、

ま

た

二
人

・
二
財

・
二
要

素

モ
デ

ル
の
も

と

で

の
、
分

析

の
正
確

さ

は

は
る

か

に
増

し

て

い

る

と
思
う

。

わ
れ

わ

れ

は
、

一
般

均

衡

分
析

に
も

と
つ

い
た

ウ

ェ
ル
ズ
H
ジ

ョ
ン

ソ

ソ
の
消
費

税

転

嫁

理
論

に
、

伝

統

的
部

分

均
衡

分

析

で
は
見

落

さ

れ

て

い
た
盲

点

が
、

す

る
ど
く

突

か

れ

て

い
る

の
を

み

る

こ
と
が

で
き

る
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